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福
島
県
た
め
池
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
は
１
月
17

日
に
、
県
内
の
た
め
池

整
備
に
携
わ
る
県
・
市
町
村
・
土
地
改

良
区
担
当
者
67

名
の
方
々
を
対
象
に
、

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
（
郡
山

市
）
で
「
た
め
池
に
係
る
技
術
研
修

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
た
め
池
の
積
算
業
務
に

精
通
し
た
一
般
財
団
法
人
経
済
調
査
会

の
寺
村
伸
一
技
術
顧
問
・
参
与
を
講
師

に
迎
え
、
た
め
池
の
積
算
に
関
し
て

（
積
算
と
関
連
情
報
）
と
題
し
て
講
義

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
土
地
改
良
工
事
に

お
け
る
積
算
構
成
や
基
準
・
歩
掛
か
り

等
詳
細
な
内
容
と
と
も
に
、
新
た
に
改

正
さ
れ
た
積
算
基
準
や
会
計
検
査
に

た
め
池
の
積
算
・
計
画
・
設
計
及
び

施
工
に
係
る
技
術
研
修
会
の
開
催

午
後
か
ら
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｃ
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
株
式
会
社
東
北
支
社
技
術
部
の
運

天
元
気
課
長
を
講
師
に
迎
え
、
農
業
用

た
め
池
の
計
画
、
設
計
及
び
施
工
に
関

し
て
と
題
し
、
た
め
池
を
と
り
ま
く
状

況
か
ら
設
計
の
考
え
方
、
施
工
時
の
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
講
義
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
（
画
像
２
）

（画像１）

（画像２）
聴
き
取
り
調
査
の
実
施

た
め
池
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、

関
係
市
町
村
に
対
し
て
防
災
重
点
農
業

用
た
め
池
の
保
全
管
理
に
つ
い
て
困
っ

て
い
る
こ
と
を
聴
き
取
り
、
事
案
解
決

へ
向
け
た
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池

が
所
在
し
て
い
る
51

市
町
村
を
対
象
に

聴
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
調
査

結
果
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
け
る
留
意
事
項
な
ど
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
有
意
義
な
研
修
と
な
り

ま
し
た
。
（
画
像
１
）



Ｑ.
た
め
池
の
保
全
管
理
を
行
う

上
で
の
お
困
り
事
に
つ
い
て

27%

22%

5%

8%5%

33%

除草や浚渫

漏水状況の調査
や対処法

維持補修の対応法
環境対策

低水位管理
について

その他

除
草
作
業
の
費
用
対
策
と

し
て
は
、
日
本
型
直
接
支
払

（
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

交
付
金
、
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
）
制
度
の
活
用
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
の
補

助
事
業
と
し
て
、
農
地
耕
作

条
件
改
善
事
業
に
よ
り
、
共

同
利
用
の
除
草
機
器
導
入
の

支
援
が
可
能
で
す
。

続
い
て
多
か
っ
た
の
は
、

漏
水
状
況
の
調
査
方
法
や
対

処
方
法
に
つ
い
て
で
す
。
漏

水
量
を
簡
易
的
に
計
る
場
合

は
パ
イ
プ
や
バ
ケ
ツ
な
ど
を

使
用
し
て
行
っ
た
り
、
三
角

堰
や
四
角
堰
を
使
用
し
て
行

い
ま
す
。
（
画
像
３
）
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所在地 福島県福島市南中央三丁目36番地（福島県土地改良会館内）
TEL   ０２４－５３５－０３８３
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農業用ため池管理者からの、ため池に関するご相談やお悩み等をお受けし、
福島県の各農林事務所又は各市町村の担当部署へ対応の調整を致します。

０２４－５３５－０３８３
受付日時 平日 ９：００～１６：００

※ 祝日、休日、年末年始を除く

ため池管理者の方の相談窓口ため池管理者の方の相談窓口

満
水
位
に
お
け
る
堤
体
か
ら

の
漏
水
量
が
堤
頂
長
１
０
０
ｍ

当
た
り
毎
分
60

Ｌ
を
超
え
た

場
合
、
改
修
の
対
象
と
し
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

改
修
ま
で
至
ら
な
い
漏
水
量

で
漏
水
が
確
認
さ
れ
る
場
合
は
、

土
の
う
積
み
、
粘
土
系
土
材
詰

め
が
有
効
な
対
策
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

た
め
池
の
保
全
管
理
を
行
う
上

で
困
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
ま

と
め
た
も
の
が
（
図
１
）
で
す
。

特
に
多
か
っ
た
の
は
、
高
齢
化

や
管
理
者
数
の
不
足
に
よ
る
堤
体

の
除
草
作
業
や
浚
渫
作
業
に
つ
い

て
の
お
困
り
事
で
す
。

（図１）

（画像３）
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